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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 85,090 △5.3 1,240 33.3 1,314 24.2 712 8.4
22年3月期第2四半期 89,829 18.1 930 △24.1 1,059 △22.4 657 6.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 63.63 ―

22年3月期第2四半期 57.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 49,339 19,364 39.2 1,713.41
22年3月期 49,050 18,962 38.7 1,692.76

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  19,364百万円 22年3月期  18,961百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00

23年3月期 
（予想）

― 15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 200,000 3.0 2,600 11.7 2,800 11.4 1,400 18.7 124.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「１．当
四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 12,025,000株 22年3月期  12,025,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  723,555株 22年3月期  823,385株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 11,203,212株 22年3月期2Q 11,352,487株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にあるものの、急激な円高の進行や継続

的なデフレ環境のもと、個人消費や雇用情勢は依然として厳しい状況で推移しております。 

 当社グループの属するエンタテインメント業界におきましては、少子化や消費者ニーズの多様化、インターネ

ット配信の拡大などによるパッケージ市場の低迷等、依然厳しい状況で推移しております。 

 このような状況の中、当社グループの業績は、売上高につきましては、映像音楽市場の低迷等により苦戦を強

いられましたが、利益面に関しましては、玩具事業及びアミューズメント事業が牽引し、好調に推移いたしまし

た。  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は850億９千万円（前年同期比5.3％減）、営業利益は12億４

千万円（同33.3％増）、経常利益は13億１千４百万円（同24.2％増）、四半期純利益は７億１千２百万円（同

8.4％増）となりました。   

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しておりますが、各報告セグメントの事業は、前年同期における事業と同一区分

のため、前年同期における各事業との売上高とセグメント利益（営業利益）を比較し、増減比率等を表示してお

ります。 

①玩具事業 

 中核事業であります当事業は、バンダイの「仮面ライダー オーズ」、「ハイパーヨーヨー」、「ハートキャ

ッチプリキュア！」、タカラトミー「ベイブレード」等の男女児玩具が好調に推移し、売上高、セグメント利益

とも好調に推移いたしました。  

 この結果、売上高は264億６千４百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント利益は７億８千２百万円（同

14.8％増）となりました。 

②映像音楽事業 

 映像音楽市場においては、インターネットを利用したコンテンツ配信等が進んでおり、パッケージ市場が低迷

する中、当社グループにおきましても苦戦を強いられました。また、利益面に関しましては、子会社における事

業構造改革の効果が表れ始めているものの、利益率の高い映像製作出資作品や独占販売作品において目立ったヒ

ット作がなかったこと等により低調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は275億９百万円（前年同期比17.8％減）、セグメント利益は８千万円（前年同期は６千３

百万円の営業損失）となりました。 

③ビデオゲーム事業 

 市場全体が低迷している中、当第２四半期連結累計期間におきましては、市場を牽引するようなヒット作の不

足等により、当社グループにおきましては低調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は187億３百万円（前年同期比3.6％減）、セグメント利益は４億１千万円（同2.4％減）と

なりました。  

④アミューズメント事業 

 「ワンピース」を中心とした玩具自動販売機商材や、バンダイ「仮面ライダーバトル ガンバライド」、「ワ

ンピーベリーマッチダブル」、スクウェア・エニックス「ドラゴンクエスト モンスターバトルロードⅡレジェ

ンド」などのキッズカードゲーム機が堅調に推移いたしました。利益面に関しましては、事業構造改革の効果に

より好調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は85億円（前年同期比0.8％減）、セグメント利益は５億２百万円（同8.5％増）となりまし

た。 

⑤その他事業    

 主力のコンビニエンスストア向けのトレーディングカードでバンダイ「バトルスピリッツ」などが堅調に推移

いたしました。 

 この結果、売上高は39億１千２百万円（前年同期比1.9％増）、セグメント利益は７千７百万円（同14.7％

増）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億８千８百万円増加し、493億３千９百万円と

なりました。その主な内容は、以下のとおりであります。 

 流動資産につきましては、10億６千９百万円増加し412億１千万円となりました。これは主に現金及び預金の

増加２億８千９百万円、受取手形及び売掛金の増加４億２千３百万円によるものであります。流動負債におきま

しては、１億９千３百万円減少し272億４千３百万円となりました。これは主に未払法人税等の減少１億７千４

百万円によるものであります。この結果、流動比率は151.3％となりました。固定資産につきましては、７億８

千万円減少し81億２千９百万円となり、固定負債におきましては、７千９百万円増加し27億３千万円となりまし

た。 

 純資産につきましては、４億２百万円増加し193億６千４百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加

５億１千１百万円、自己株式の減少１億３千５百万円、その他有価証券評価差額金の減少２億４千３百万円によ

るものであります。この結果、自己資本比率は39.2％となりました。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の見通しに関しましては、平成22年５月12日の決算短信で公表いたしました通期連結業績予想から変更は

ありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は28百万円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は44百万円であります。 

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
 （１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,601 6,312

受取手形及び売掛金 23,360 22,937

商品 8,183 6,729

貯蔵品 15 20

その他 3,183 4,289

貸倒引当金 △134 △149

流動資産合計 41,210 40,140

固定資産   

有形固定資産 1,581 1,668

無形固定資産   

のれん 1,099 1,322

その他 2,282 2,513

無形固定資産合計 3,381 3,836

投資その他の資産   

投資有価証券 1,686 2,083

その他 1,677 1,590

貸倒引当金 △198 △267

投資その他の資産合計 3,165 3,405

固定資産合計 8,129 8,910

資産合計 49,339 49,050

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,741 19,832

短期借入金 2,350 2,350

1年内返済予定の長期借入金 40 110

未払法人税等 268 443

賞与引当金 233 603

ポイント引当金 4 4

事業構造改善引当金 100 177

返品調整引当金 33 40

その他 3,472 3,874

流動負債合計 27,243 27,436

固定負債   

長期借入金 － 30

退職給付引当金 1,447 1,424

資産除去債務 45 －

負ののれん 70 89

その他 1,166 1,107

固定負債合計 2,730 2,651

負債合計 29,974 30,088



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,751 2,751

資本剰余金 2,775 2,776

利益剰余金 14,681 14,169

自己株式 △981 △1,117

株主資本合計 19,226 18,580

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 138 381

繰延ヘッジ損益 △0 0

評価・換算差額等合計 137 381

新株予約権 0 －

少数株主持分 0 0

純資産合計 19,364 18,962

負債純資産合計 49,339 49,050



 （２）四半期連結損益計算書 
  （第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 89,829 85,090

売上原価 79,146 74,685

売上総利益 10,683 10,404

販売費及び一般管理費 9,752 9,164

営業利益 930 1,240

営業外収益   

受取利息 4 1

受取配当金 30 28

負ののれん償却額 18 18

匿名組合投資利益 58 －

その他 68 48

営業外収益合計 179 97

営業外費用   

支払利息 32 11

為替差損 － 7

その他 19 3

営業外費用合計 51 22

経常利益 1,059 1,314

特別利益   

固定資産売却益 3 3

投資有価証券売却益 11 28

貸倒引当金戻入額 57 4

特別利益合計 72 35

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 38 11

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 0 17

子会社株式売却損 0 －

会員権評価損 6 －

事務所移転費用 69 －

子会社整理損 － 22

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

特別損失合計 115 78

税金等調整前四半期純利益 1,016 1,271

法人税、住民税及び事業税 69 276

法人税等調整額 288 282

法人税等合計 358 558

少数株主損益調整前四半期純利益 － 712

少数株主損失（△） － △0

四半期純利益 657 712



 （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,016 1,271

減価償却費 417 384

のれん償却額 214 204

貸倒引当金の増減額（△は減少） △88 △4

株式報酬費用 － 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 △370

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53 23

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △813 △77

受取利息及び受取配当金 △34 △29

支払利息 32 11

固定資産除売却損益（△は益） 34 8

投資有価証券売却損益（△は益） △9 △28

投資有価証券評価損益（△は益） 0 17

会員権評価損 6 －

為替差損益（△は益） 0 7

子会社整理損 － 22

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

売上債権の増減額（△は増加） △279 △452

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,609 △1,448

仕入債務の増減額（△は減少） △10 908

その他 1,085 619

小計 3,234 1,094

利息及び配当金の受取額 34 29

利息の支払額 △31 △12

法人税等の支払額 △420 △450

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,817 660

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 517 －

有形固定資産の取得による支出 △56 △11

有形固定資産の売却による収入 7 5

無形固定資産の取得による支出 △685 △75

投資有価証券の取得による支出 △5 △111

投資有価証券の売却による収入 54 115

その他 60 △112

投資活動によるキャッシュ・フロー △108 △190

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △2,790 －

長期借入金の返済による支出 △225 △100

自己株式の売却による収入 － 102

自己株式の取得による支出 △216 △0

配当金の支払額 △170 △168

その他 △45 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,447 △174

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △738 289

現金及び現金同等物の期首残高 4,945 6,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,206 6,601



 該当事項はありません。 

   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

（注）１．事業の区分は、商品の種類、性質、販売方法、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

２．従来「映像関連事業」として事業区分をしていたものを、第１四半期連結会計期間より「映像音楽事業」と名

称を変更いたしました。この変更は、平成21年３月10日付で株式会社ウイントの株式を取得し、子会社化した

ことにより、当社グループの音楽事業の重要性が高まったためであります。なお、この変更による損益に与え

る影響はございません。 

３．各区分に属する主要な商品 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。  

〔海外売上高〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
玩具事業 
(百万円) 

映像音楽
事業 

(百万円) 

ビデオ
ゲーム 
事業 

(百万円) 

アミュー
ズメント 
事業 

(百万円) 

その他
事 業 

(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売  上  高                                         

(1)外部顧客に対する 

売上高 
 24,546  33,483  19,395  8,565  3,838  89,829  －  89,829

(2)セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －  －

計  24,546  33,483  19,395  8,565  3,838  89,829  －  89,829

営業利益又は（営業損失）  681  (63)  420  462  68  1,570  (639)  930

事業区分 主要商品

玩具事業 男女児一般玩具等 

映像音楽事業 映像・音楽ソフト等 

ビデオゲーム事業 ゲーム機、ゲームソフト等 

アミューズメント事業 アミューズメント機器・景品等 

その他事業 雑貨、トレーディングカード等 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、商材別の事業ユニットを置き、各事業ユニットは、取り扱う商材について包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業ユニットを基礎とした商材別のセグメントから構成されており、「玩具事

業」、「映像音楽事業」、「ビデオゲーム事業」及び「アミューズメント事業」の４つを報告セグメントとしており

ます。 

 「玩具事業」は、男女児一般玩具等を量販店、専門店、コンビニエンスストア、百貨店、ｅコマース、二次問屋等

へ販売しております。「映像音楽事業」は、映像・音楽ソフト等の企画・製作・販売をしております。「ビデオゲー

ム事業」は、ビデオゲームハード、ソフト等を量販店、専門店、コンビニエンスストア、ｅコマース等へ販売してお

ります。「アミューズメント事業」は、玩具自動販売機の運営及びアミューズメント施設用商品等の販売をしており

ます。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、雑貨、トレーディングカー

ド等の販売を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△613百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△613百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係

る費用であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

 該当事項はありません。 

  

  （単位：百万円）

  報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３   玩具事業 
映像音楽 
事業 

ビデオ

ゲーム 
事業  

アミューズ

メント事業
計

売上高             

外部顧客への売上高  26,464  27,509 18,703 8,500  81,177  3,912  85,090  －  85,090

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  － － －  －  －  －  －  －

計  26,464  27,509 18,703 8,500  81,177  3,912  85,090  －  85,090

セグメント利益  782  80 410 502  1,775  77  1,853  △613  1,240

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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